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小詞 〈BeAb ＞， 〈me ＞， 〈BOT ＞ の 解釈 と分類

芳　 之　 内　 雄　 二

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 は じ め に

　 ロ シ ア 語小詞 は 標 準 ロ シ ア 語 の 記述対象 と し て 軽ん じられ る傾向が あ ります 。

主 な原因 と し て ， 語 カ テ ゴ リーの 検証が複雑な こ と ，
シ ン タ ク ス 形成 に与 る働

きが ま れな こ とが挙 げ られ ます。 しか し，そ の 他に 小詞 の 意義的重要性が 口 語

にお い て 特に 著し く発揮 され る の に ， 口語研究が遅れて い た点が重大 で あ る と

考え られ ます 。 最近 10年前後の 間 に ， 口 語が独立的な研究分野 とし て 確立 して

きた過程 の 根本 に は，標準語 の 中 に 口 語 の 入 り込む 余地 を認め ，標準 口 語を 確

定 し よ うとする 姿勢が うか が え ます （文献 4）。 当論 文 が 口 語研究の一助 に な

れば幸 い で す。

　論文 作成 に 当 り，貴重な文献 とテ ープ を拝借 した外国語大学 の 新 田教授 ， 飯

田教授 ， 原稿 に 目を通 し て 有益 な助言を い た だ い た 東京大学の 佐藤教授 ， 作品

読解を通 じて 小詞 の み で な く話 し こ とば全 体に つ い て 啓発を受け る こ との 多か

っ た 上 智大学 の 染谷教授 ， 小詞記述の 問題点に つ い て ア ドバ イ ス を い た だ い た

外国語大学名誉教授 の 和久利先生 ， 個 々 の 文例 の 意味解釈 とテ ープ録音 の 援助

を うけた ソ ビ エ ト在住 の B．B．　MypaTOB 学士 に 感謝 の 意を表 し ます 。

　　小 詞の 定義 と意味分類 の 問題

　小 詞 は補助詞 の
一

つ で 変化形を持 た ず，表現に 様 々 な意味 ・ 叙想 ・ 感情 ニ ュ

ア ン ス を付与 し た り，形態形 成に与 る もの で す 。 補助詞 は 文 の 主 成分 に も二 次

成分 に もな り得 ませ ん 。 ロ シ ア 語補助詞 に は 前置 詞，接続詞 ， 小詞が あ り， こ

れ らは語 と して の 独立形態を持 ちなが ら も語義独 立性 に 乏 し く， 変化語尾を持

ち ま せ ん 。 た だ ， 前置詞 と接続詞 は そ の 働 きが一定 して シ ン タ ク ス 面 で見 られ

る こ とか ら，常に文法上 の 分別特徴を有 して い る と見なせ ます 。 他方，小詞は

意味，語形 ，統語法機能 の 三 つ の特微が い ずれ もネ ガ テ ィ ブ な性格を し か 示 さ

ず， こ れ が小詞 カ テ ゴ リーの 定義を玉虫色 に す る原因 とな っ て い ます 。
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　 卩 シ ア 語小詞は 日本語の 副助詞，係助詞，終助詞 ，助動詞に 似た 働きを持ち，

文 を文法 と して成 り立 た せ る とい うよ りも，表現 と して成 り立た せ る大切 な役

目を持 っ て い ます 。 例 えば，〈雨 は 降る〉 と云 う文は 文法的に 十 分 な 構造を持

っ て い る に もか か わ らず ， 独立表現 と し て 用 い られ そ うに あ りませ ん
。 それは ，

こ の 例文が伝達機能に 乏 し く，話者 の 伝達目的や態度が不 明で ある か ら と説明

され う る で し ょ う。

　小詞 の 分類 もまたそ の 定義 と同様に や っ か い で す 。 表現特微や感儕に つ い て

細 か く種類分けすれば際限がな く，しか もそれ らは 大体に お い て混合的性格を

帯び て い ます 。 例えば くBOT ＞ は 指示 小詞 とされ て い ますが ， 強調 ， 感嘆 ， 接

続，応答 の 働きも持 っ て い ま す 。 とい う訳 で ，多様性 ・多機能性 を持 っ た小 詞

は 例文を分類 ・整理す る方法が適当 と考え られ ます。多義性 を持た な い 小詞 の

場合に は ，否定小詞 ，限定小詞 ， 伝聞小詞等の 分類 も可能か と思 えますが ， か

よ うな規定 は 小詞 の あ る
一

側面 の み の 限定に 狭め ら れ る恐れ が ある の で
， 常 に

例交を先行 させ る 必要が あ ります 。

　小詞 の 働 ぎが法 （命令法，条件法な ど）や 文 の 種類 （疑問文 ， 感嘆文，否 定

文な ど） に 関係して い る場合に は ， 夊法的契機に 立脚 し た小詞 ア ブ 卩 一チ が可

能 で ， 叙想表現の 研究の 中で小詞が扱われ る こ とに な ります 。
こ うした 方法 の

傑作 と し て ， 文献 1第二 巻 の MOAa ・lbHOCTb に つ い て 言及 され て い る部分 （索

引参照），文献 5 ，語学雑誌 「外国の ロ シ ア 語」 1982年 匙．3， 4 に く疑似疑問

文〉 に つ い て の 論文等が あ ります 。

　 　 Be 双b

　 ＜Benb ＞ の基本的意味は 認識に 関 した もの で す。〈Benb ＞ が 古代 ロ シ ア 語

＜Bも鵡 TH＞ （BeflaTb ； 知 る） の 命令形 で ある こ とか ら こ の基本的意味が説明さ

れ うる で し ょ う。

　 ＜BeJCb ＞を含む例文 を調 べ て み る と，そ の 用 法上 の 輪郭が現われ て き ま す 。

状況や 特微の 認識が論拠を提供す る こ とが あ ります 。 又 ， 認識の 仕方 に は 察知 ，

時間的瞬間性 の も と に な さ れ る 性 質の も の もあ ります。 ＜BeAb ＞ が論拠 を示 し

て い る具体例 は ，天候や 自然，時間，世間体や約束事や慣習等の 状況が論拠 と

な る場合 と ， 主体の 能力や属性 ， 年齢や健康等 の特徴が論拠 として 挙げられ る

場 合 と に 大別で ぎます 。

　 ＜Benb ＞に よ っ て与え られ る論拠は 理由説明が好適一不適，好都合一
不 都合

の 確認を行 うの が特徴で す 。 推定 ， 察知 ， 瞬時に な され る認識の 際に 用 い られ
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る 〈Be 」lb＞は 修 辞用法で あ り， しば しば疑問符や感嘆符を伴 い ます 。

　　〈Be八b＞ の 例文は 11取上げ ，
．4 つ に 分類 し て い ます。＜Benb ＞ が論拠を提供

し接続機能が優勢で ある と考 え られ る もの を  としま した 。 分類  の 特徴は 他

の 適当な接続詞や接続語に よ っ て 〈Benb ＞が置き換 え うる こ とで す 。 分類  は

半ば確信 し て い る こ との 再確認を行 う交表現に 用 い られ，誘導質 問の 働 きを持

っ て い ます 。
こ の た め に ，話相手 の 応答を必ず しも必要 とせ ず ， また疑問符を

伴わ な い こ ともあ り ます （例文 7 ）。 分類     は 瞬時 の 知覚に 関 し て い る点で

類似 用法 と考え られ ます が，訳出上 の 便宜 を考慮し区分 して い ます 。 分類   

は 話 し こ とば の 特徴が 顕著な くBeab ＞ の 用法 で す 。

  理 由 ・論拠や対比 ・譲歩接続 ： それ ゆえ，なぜ なら，だ っ て， し か し，に も

か か わ らず

1．　勗 HoPHe 　cTpaHb 亘 賑 coTHva　3apy6e ｝KHblx ΦHpM 　roToBfiTcfi 　yqacTBoBaTb　B

Ha 田 Hx 　BhlcTaBKax 　B　npe 江cToHH 工He 　roAbl ．　Beqb 　 Ha 　o 八HHHa 皿UaTylQ 　HfiTH ・

neTKy 　3annaHHpoBaHo 　llpoBecTva 　80−90　Me 冫K五yHapo皿HbIx 　BbIcTaBol く
，　B　ToM

qxcne 　16　KpyrlHblx 　oTpac 』eBbIx．（∂ifoHoM4t ・teFrcaff　ea3e 〃za，／982，♪＆ 27）

　注 ：Benb は nogTOMy で 置 き換 え うる 。

2．　　　　 rlaHa，　pa3Be　6eJlble　MenBeAH 　ll冴aBal 《）T ？

　　　H 訌aBaK ）T ．　M 　e 皿 e　KaK 　3ANopoBo ！　rlocMoTpH
，
　KaK 　6blcTpo　rr・nhlBeT ∋ToT

MbImKa ．

　　　Arrouei　ty　oHH 　nnaBaH ）T
，
　oHH 　Be 江b　He 　pbl6bl．

　　　OHH 江oJI＞1〈Hb王 HnaBaTb ，　 rloToMy 　qTo 　 oHH 冫KHByT 　 Ha 諏b皿HHax 　B　 CeBep・．
HOM 　 JIe且OBHTOM 　OKeaHe ．　　　　　　　　　　　　　　　　　

「

　　　BoT　HHTepecHo ！　OHH　H 　xoAfiT ，
　H　6eraloT，　H　nnaBaKoT ．　ハ爪o冫KeT 　6b王Tb ，

QHH 　H 　刀eTa ｝OT　KaK 　nTH 【エbI ？

　　　He　roBQPH 　rnynocTeFi ，　MaK α ｛M ．

3．　　　 卜ly　H 　uTo 　me ＿Be江b　caMoJleTb 匸 To ＞1〈e　He 　nT ｝1ロLI
，
　a 』eTaK ）T ．

一一 CaMoπeTbl 　cTpo ∬T　 nK ）nH ．　 H 　 neTa ｝oT 　 Ha 　 HHx 　 nnAH ，（pLYccκwi　 ff3elrc

∂v2ff πκ OC〃lpa 朋 btx 　C〃りノ∂eκ〃ZO6 ，　B ．∫
「
．κ06 〃wvaa ）poB 他著）

4。　OJIbra．　 no 朋 o ，　 y　Hac 　Bce 　cBoH ．（BnoJlro 孤oca
，
　 HcnyraHHo ．）　H 艮　Bac
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3e πeHbl 負 nofic ！ M 胴 aH79To 　Hexopolllo 　1

HaTaLua，　 Pa3Be　ecTb 　npHMeTa ？

0 皿bra ．　HeT
，
　npocTo 　He 　HJIeT 　H　KaK −To 　cTPaHHo …

HaTaiua　（nnaqyluuM 　 ronocoM ）．　且a ？　Ho　Be 耳b ∋To 　He 　3eneHblB ，　 a　cI〈o −

pee　MaTOBbl 首，（A ．　ll．　Vexos，　 Tpza　cecnePbt）

  確 認 （半疑問，半断言の 意味を持 ち，誘導質問の働 きを す る）： た ぶ ん 〜で

し ょ う

5．　HaTaLiia．　 H ，
　 no ＞f〈aJyil

，
　HeBecTy 　rlpony 珥 y。

JIH况bKa ．　na　Tbl　gTO ？　　MonqaHHe

Tbl　BeAb 　 CHell 工UUIb ？

HaTama ．　 APa
，
　 CrIe田 y、，．只　uo 触 y ，

　 a 　To　ono3AaTb 　MOrY 。　 He　nro6nro

ona3AbIBaTb ．（a 　C．　Pa ∂3酬 oκ鵬 104　cmpa κumpt 　npo 　nro60 θb）

6． Be 八b　Bbl　He 　3HaKOMbl 　？ ロ03HaKoMbTecb ； 3To　M 砿 cTapblVa 田 Ko 凸 HbI 駐

TOBaPUUI ．（文献 2 ）

7．　　　 BbI　 MeHH 　ce 負qac 　 oqeHb 　60HTecb〜

　　　HoqeMy ？ Bbl　Bellb 　He 　Bo 訂K ．（104　cmpaNngbl 　npo 　nro60eb ）

　　注 ： こ こ で の BeAb に は 疑問符 は な い が ， 半 疑問 の 意味が あ る e

  注意 の 喚起 （警告，想起 ： 31−lae 田 b，3HaeTe ）： もしか す る と，あ の ね

8．　　　　A ．ieula ！　　　B皿pyr　c　y＞icacoM 　reBopHT 　oHa ．　　　A 　Be 江b 　Hac 　MoryT

OCTaHOBHTb ！　　　　　　
．
　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　 KTO ？

　　　　Hy ，
　MaJlo 　JIH　KTo ！　BaH 皿HTbl ＿OHM　MQryT 　Hac 　y6HTb ．　　　 、　　　　 ・」

　　　　EpyH 双a ！　　 roBoplo 　fi　rpoMKo ．（K），　Ka3arcos，ノ
「
oay60e 　a　 3e．eeκ oe ）

9．　Be 江b　3aqeM 　 oH 　 xo 江HT 　 Ha 　 KHn 冫KHble　 BblcTaBKH ？　ToJlbKo　gTo6bl 　 rlo・

πlo60BaTbc 兄 06no ＞icKaMH ．　 A　Bbl　erQ 　cHHTaeTe 　KHHro 刀｝06QM 　！（文献 2 ）
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  不意 の 察知 （驚 き， 疑惑 ， 誇張）：本当に ， 実に ， 確か （に ）

10．　− rVIHe　Ka 冫KeTcH
，
9To 　H　 Bac 　 y冫Ke 　r双e ・To 　B ｝1双eJI．　0 ！　Be 江b 　Mbl 　 B

npo 田 noM 　roAY 　 BMecTe 　 6biJIH　 Ha 　KoH ΦepeH 耳HH 　B 　KHeBe．　月　noMHK ），　 BbI

BblCTyna ・IM 　TaM ．（文献 2 ）

　 　 　 　 2　　　　　 　　　 2　　　 　　　　　 　　 2　　　　　 3　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 2
1L　r．∂JIIく！　Hy　cJlyエ∬a遊／paccKa冫KH ！Tbl　3HaeH 王b ！H 　Te6A 　Tblcfigy 　JleT

Bellb 　He 　Bnne ・la 〃
　 　 2
∂．TbiCfiqy！

5｛．AcKonbKo 　TbI＿＿cKonbKo （Tbl　neT 〜）．＿．．
　 　 2F
．HeT ！aBoo6qe ＿＿Boo6Lue ＿＿（文献 3 ）

　 注 ： ア ラ ビ ァ 数 字 2 や 3 は イ ソ トネ
ー

シ ョ ン 型 を 示 し，数 字 の 置 か れ た 音 節 に 文 強 勢

　　　が あ る 。 ＜2 ＞は 高音 域 に お け る音 の 強 め が 特徴 で ， 呼 び か け や 命令表現，疑聞詞

　　　 を 伴 う文 に し ば しば 用 い られ る イ ン ト ネ
ー

シ ョ ン 特 徴 で あ る。〈3＞ は 急 上 昇 急 下

　　　 降 の 音 調 変化 を 特徴 と し，疑 問 詞 の な い 疑問 文 や 文中 で ポ
ーズ を 置 く際に あ らわ

　　　れ る イ ン トネ ー
シ ョ ン で あ る 。 ＜2＞，＜3 ＞共 に 文 強 勢 の 手 段 と し て も用 い ら れ る 。

　　　斜線 〈／，／／〉 は ポ
ーズ を 示 し，一

本線 は 短 く二 本線 は 長 い ポ ーズ で あ る 。

　　　　 〈∂nK ！〉 は 口 語 に お け る 呼 格 で，親 し い 者 の 間 で 用 い られ ，ぞ ん ざい な 表 現 で

　　　あ る 。
こ う した 呼 格 形 成 に は 語 い 欄 限 が あ り， 語 尾 〈a，fi＞ を 持 っ た 名 前 か 親 族

　　　名 か らf乍ら れ ， 変 化 語 尾 が ゼ ロ に な る。HaTama − → HaTalH； BacA −一一j・Bacb ；

　　　MaMa − MaM ； TeTfi 　Co 朋
一→ TeTb 　CoHb ・（文 献 4，　P．76−78）

　　　　月．と ∂．は 主 人 夫 妻 ， 只ma と ∂ππa で
， そ れ ぞ れ36歳 と33歳，二 人 共 HH −

　　　 xceHep ．　r．は ranfi で ，主人夫 妻 の 親類で 客人，36歳，　 iPMAo．llor ．（文献 3
，　p．

　　　 76−78）

　 　 ｝Ke

　〈｝Ke ＞ は シ ン タ ク ス 形成に 与 る も の ， 対比 ・付加接続の働きを持 つ もの ，表

現に様 々 な意味 ニ ュア ン ス を 付与す る もの に 区分 し ま し た 。
シ ン タ ク ス 形成 に

与る 〈＞Ke ＞は 指示代名詞 ・指示 副詞に 後置 し て 用 い られ ， 同
一

性 ・類似性 ・恒

常性を指示 した り強調 し た りし ます 。 接続機能を持 っ た ＜＞i〈e＞は ， 主な露 々 辞

典 の い ずれを調 べ て も， 接続詞 と して 独立 項目で 扱 っ て い ます が
， 接続小詞 と

で も名付け られるで し ょ う。 以k が 分類    で ， 共に ニ ュ
ー ト ラ ル な文体で も

用い られ ます 。 分類    は 発話に対する話者の 態度が著 し く現わ れ て い る例文

を集め て い ます 。
こ の 著 しい 主観叙想 は言表 に 口 語 文体 の 特徴を付与す る傾向

が あ りま す 。 〈＞Ke ＞ の 主 な意味 ニ
ュ ア ン ス は確言性や断定性で す 。 確言 や断 定
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を行 うこ とは，非難 。反論 ・請負い 等の表現 と結び つ き付随関係を つ く っ て い

ます 。 また ， 確言を 行 う基盤に は 必然性や確固 と した予測が ある と考え られ ，

確言 の 支え に なっ て い る もの を強調 し ます 。 分類    は 文法上 の 特徴に よ り，

一般疑問文 ，命令文 ，特殊疑問文 に 分類 しま した 。

  指示 代名詞 ・指示副詞 と共に 用 い られ て ，同
一

性 ・類似性 ・恒常性を指示 し

た り強調する ： 同 じ， ま さに その

1。　lleJo　6bino　B 　ToM ，9To 　cTapuleMy 　cblHy 田 TypMaHa 　6b【・lo　cTo ハbKo 　HKe

uleT
，
　CK 。 tlbK 。　H ＞KeHe ．（A ．　Mepaynoe

，
　B 　no ・2eme ）

　注 ： こ の 他 に BTO 　HKe 　8peMfi 　； TaKO 首 ｝Ke ，　KaK ；TaKHM ｝He 　O6pa30M ；CrOAa ｝Ke ；

　　　　TaM ｝Ke 等 々 が あ る が 例 文 は 省略 す る 。

  対比 ・付加接続 ： し か し， と こ ろが ，
つ ま り

2．　AH 皿pe営．＿．．．只 y冫Ke 　He 　HPpaK ）B 　KapTbI
， 皿aBHo 　6pocHvl，　 Ho 　rnaBHoe

，

qTo 　 Mory 　 cKa3aTb 　 B　 cBoe 　onPaB 双aHHe ，　 sTo 　 To ，　qTo 　 Bbl 　neByulKH ，
　Bbl　no 調y−

uaeTe 　neHcHlo
，
　fi　H｛e　He 　HMe ・1…3apa60TKa

，
　TaK 　cKa3aTb ，（Tpu　 cecmpbt ）

3．　KoPムa 　Mbl 　npHe3 ｝KaJIH ，　 npHexaJI 班 ｝Ke 　 Mb 三 neToM ，　 cTofiula　coJIHeqHaH 　rIo−

ro八a．（C．　O 灘nreeOB，　C泥oθap う py （：crcoeo　A3btKa ； u3 ∂ακ銘 8 ∂8Cff〃zoθ）

  断定や必然性表現 に 付加 ：必ず，確か に

4．　C　Be 誼Hqa 黄皿1騒M 　y江oBonbcTBHeM 　rIoMory 　Te6e ．　tMHe 　双a冫Ke 　npHATHo

BblnoJHfiTb 　TBoH 　Ma ・leHbKne 　rlopyqeHvafi 。　3aBTpa ｝Ke 　Bbu 皿 皿K）（5aH皿epoJblo

Bce　Hy ＞KHble　Te6e 　KHHrn ．

（A ．ArCUtaμκa 　他著 ，　Pyccrcudi　peve80di　smurcem ）

KaTH

5．　HHKo調a益．　A，　Bepo鳳Ka，3ムpaBcTByhTe．3axo皿 HTe ，　rloH｛a 」ly員cTa ．　 XoTHTe

C皿e』aTb 　Mac 正｛y 〜
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Bepa．　CylloBoJIbcTBHeM．　Ho 　fi　oqeHb 　cneHly ．

HHKo 朋 苴．　 Ho ∂To ｝Ke 　 He　 Eo 刀ro．（テ レ ビ ロ シ ア 語講座 テ キ ス ト， 1979年

10− 11月，第 10課）

　注 ： 言 質を 与 え た り約 束事 を した りす る表 現 に 付 加。例 文 4 も同 じ 。

a ） 主 に
一般 （疑問詞の な い ）疑問文 の 中で 用 い ら れ ， 可能 ・不可 能性 の 強

調，確 固た る見当 ： 当然，もちろ ん

6．　　　　OH ｝Ke 　 To ｝Ke 　c　 I｛a鹹 H 　 no 薩江eT 　P　Be3　 Hero 　 HaM 　TaM 　H 　皿eJlaTb 　He ・

qero ！　（文献 2）

7． BApyr　fl　3aMeqaK ）
，
　qTo 　y 」TIHnva　 PaccTe「Hynocb 　nJaTbe ’ yHee 　qynHoe

nJlaTbe，兄 TaKHx 　HH 　y　I〈oro 　He　BH2ten　　　oT　BopoTa 　双o　noHca 　Me ハKHe

KHonollKH ．　レ1　BoT 　HecKo ∬bKo 　KHonoK 　Tenepb 　PaccTerHynocb，　a　oHa 　gToro

He 　3aMeqaeT ．　 Ho　He　 M　 o＞iceT ｝Ke 　 oHa 　 xo 双HTb 　 no 　 ynHlle　 B　 paccTerHyToM

nnaTbe ！ （！
「
O ．ay60e　a　 3e ・zeκ oe ）

6 ） 命令文中で 用 い られ様 々 な ニ ュ ア ン ス を 添 え る （い んぎ序さ，訓示 ，い

らだ ち）；是非，い い か げん に

8．　Ty3eH6ax ．八acT 　60P，　YBHJIHMcfi．　nLmmqTe｝1｛e　HaM ．　HerlpeMeHHo　riHurHTe ．

　（7二P彭 cecmPbt ）

　 注 ： い ん ぎん な 請 頴，役 人 の 用 い る 格 式 ば っ た 表 現 。

9．　Onbra （HeTepnexHBo ）．　AH 双pe赫， 瓢 H ｝Ke 　HaKoHell 　！　（Tpu 　cecmpbl ）

　 注 ； 絶 対 的 命 令 口 調。

  疑問詞や 感嘆詞 と共 に 用 い られ て 様 々 な ニ
ュ ア ン ス を添え る （好奇心 ， 困惑 ，

反抗）：
一

体 ， ど うして，〜だ なん て とん で もな い

10．　BnapHK 　（6pocaHcb　K 　Te 』eΦoHy ）．　A 刀no ！

ra　
」lfi （THxo ・BcBoeM 　yrJy）・3　zpaBcTByiTe ・

BnaAHK ・sTo 　ollATb 　fi・

BJIa双HK 　（He　6e3　KoKeTcTBa ）．　 KTo 　IKe　MHe 　Bce−TaKH 　3BoHHT ？！　（／04

C ηpaHzal姦bt　n 　OO 　nre606 の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
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注 ； 同一事 務 所 内に お け る 恋仲 「司士 の 対 話 。 好 奇 心 ・野 次 馬 心 の ニ ュ ア ソ ス 呈 示 に 用

　　い られ る く）Ke ＞ の
一例。

11・　
L｛eM ｝Ke 　Bbl3BaH 　cTo 涯b　rloBblllleHHbl 鼓 HHTepec 　Ba− nHrToHa 　K　HopBe ）K −

cKoMy 　ra3y 〜　Bce　o6bHcH πeTc 兄　npocTo ：　noc πe　Toro
，
　 KaK 　He 　yAanacb

no60BaH 　aTaKa 　CIIIA　Ha 　npoeKT 《ra3− Tpy6bl 》，　BeuihfRムoM ，　cynfl 　no 　Bce ・

My
，
　pelllHbl　npH6erHyTb 　K Φ刀aHroBoMy 　MaHeBpy ．（厂a3ema ，

　H3secmuu）

　 注 ： こ こ で の ｝Ke は 注 意 を 喚起 す る 用 法 で ，例 文 9 の BeAb と類 義。

12．　 Ma ”bgHKu
，
　ypQKH　B　IIIKone 　yxくe　KoHqHnHcb ・？

　　丿ユa ，
6a6ytllKa．

　　qTo ｝Ke ∂To　M 。ero　BHyKa 　Ao 　cMx 　nop 　HeT 　noMa 〜 （1）LyccκUt　peveBodi
sm “rce〃z）

　注 ： 恨み ，口 惜 し さ の 表 現 に 添 加 さ れ る 。

13．　AH双pe益．1
’
lotiJteMTe　cKoPefi・

qe6yTblKHH．　qTO ｝Ke 　Cnel1 エHTb ？ ycneeM，

AH 双pe最．兄 6QK〕cb ，冫KeHa 　6b正 He 　ocTaHoB ”na ．（Tpa　cecmpet ）

　注 ： 反 論 表 現 に 付 加。

　＜Be ！Zb＞ と 〈me ＞ の 例文集め を行 っ て 気付 くこ とは，双 方 ともイ ズ ベ ス チ ヤ

紙や プ ラ ウ ダ紙 の 論説記事 の 中で も使用 され て い る こ とで す 。 ただ し ， そ れぞ

れ接続機能を持 っ た もの ，シ ン タ ク ス 形成 に 与 る 〈＞lce＞が多 く，修辞用法 の 例

は限 られて い ます 。
こ の こ とか ら ， ＜Benb ＞の 分類  と ＜）lce＞の 分類    は 標

準的書 き こ とば で も一般に 用 い られる こ とが知れ ， 外 国人 ロ シ ア 語学 習者に も

運用 が望まれ る と言え ます 。

　表現に 対する話者 の 態度が著し くあ らわれ て い る くBenb ＞ と く｝κe＞ の 用法

を較べ て み る と ， ＜Be 」lb＞が確認の 意昧 ニ ュ ア ソ ス を 付与する の に 対 し ， ◇Ke＞

は確言 性を付与する の が主な差異 と考え られ ます。

　　BOT 　（BOH ）

　＜BOT ＞ は 付加詞 ＜B＞，間投詞 〈Q＞，指示代名詞 くTO＞ か ら成 り立 っ て い る

と ロ シ ア語語源小辞典 （H ．M ．　LHaHCK靤 他編） で 説明 されて い ます 。 指示 の
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働 きは空間相 ， 時間相，発話相 に あ らわれ ます 。 また ， 指示 を行 う こ とに よ り

様 々 な ニ ュ ア ン ス を生ずる こ とが あ ります 。 〈BOT ＞の 文例は 三 つ に 大別 し ま し

た 。 分類  は空 間相に おけ る指示 ，分類  は 発話相に お け る指示 連接，分類 

は 主観叙想 の 様 々 な ニ ュ ア ン ス を生 じて い る もの で す 。 時間相 に おけ る 〈BOT ＞

の 詣示機能は 主 と して 分類  の 発話相に 含ま れ て い ます 。

　小詞 くBOT ＞は くHy ＞ と共 に ， 話 し こ とぽ に お い て 最大 頻度 の 小詞で あ り，

多義性 ・多機能性 の 著 し い もの で す 。 特に対話で 特微的に あらわれ る もの と し

て ， た め ら い や ポ ーズ を埋 め る働ぎ，返答 とし て 用 い られ る も の が あ り ます 。

又 ， 行為 ・事柄の状態を時間 ・空 間的関係 に 従 っ て 遂 次 述 べ て い く 《物語文

体》を作 り出す こ ともあ ります 。 先の 例は 発話 の 孤立 的単位 とし て の機能 を，

後の 例は 文体形成に 与 る働 きを示 し て い ます 。 ＜BOT ＞は イ ズ ベ ス チ ヤ 紙や プ ラ

ウ ダ紙 の 論説記事 ， 公 の 場に おける ス ピ ーチ な ど標準的文体を特徴 とする 言語

運用 の 際に も用 い られて い ますが ，口 語特微を作 り出す働 ぎがある と考え られ

て い ます （文献 4， p．90）。

　 〈BOT ＞ は し ば し ば 他 の 小 詞 ・副詞 ・ 接続詞 と結合 して ，ある意味的ま とま

りを得 る こ とがあ ります 。 こ うし た 複合小詞 は，個 々 の 小詞
・
副詞

・
接続詞の

多義性 ・多機能性を 明 らか に して か ら取 り組む べ き課題で あ る と考え ， 今回 は

若干例を除 き取扱 い 対象と して い ませ ん 。

  空間相に お け る指示 ： あ の ， こ の ， ほ ら， こ こ で （は ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1． a ．（P。Ka3blB ・fi・Ha ・6”・・a ・ c　rpeHKaMH ） 「anK ・！Tbl・sT ・ caM °e・一 ・
　 　

6．OqeHb　xo ・｛y　norlpo60BaTb ！

H ．T 、＿ P96y・・　f”。T。My 。T。 （。ep 。・6。，・・B ・）〃（・。py・ B − H・謡 ・ ・

　 　 　 4
Aee 刀e八Ka −TO 　rAe ？

T．ABOT 　OHa ！（文献 3）

　 注 ： 数牢 4 は シ リ上 りの 音 調 を 示 す。

　 　 　 　 　 　 3
2． B．　A　xopoulee 　na 躍bTo ？
　 　 3A
．Moe ？

　 　 2B
．　Jla〃

　 　 2　　　　　　　　　　　　　 3
A．BoT ！KoTopoe 　fi　HQ 田 y ？
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユE

B．KoTopoe 　Bbl　KyrlHJIH ．（文献 3 ）
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注 ： 12数 寧 は 音 調 1 が 優勢，2 は 劣勢 で あ る こ と を 示 す 。 1 は 平 叙 文 に お け る文 末 の

　 下 降 音 調 を 示 す 。

3．　Bepa．　BHTfl，　ceromlfi 　TaKo 黄 qynecHblti 　neHb．刀〔aBa 苣 llothAeM 　BoH 　Tyna ．

BHTfi．　na，　Aa ．　rlo甑 eM ．（テ レ ビ ロ シ ア語講座テ キ ス ト
， 1979年12− 1月，第

26課）

　注 ：空 間 指 示 の ＜BOH ＞ は 遠 くの もの しか 指 しえ な い
。 （文 献 2

，　p．83）。

  発話相 に お け る指示連接 （文 と文，段落 と段落，結び ，談話展開）

a ）　先行や後行 の 発話内容を指 し接
．
続の 働きを持つ （順接，帰結，対比，転

換，条件 ， 意外性）：以上 ， 以 下，だ か ら，そ こ で ， し か し ， で も， と こ ろ で ，

〜 すれ ば ， そ の 結果，突然

4．　AH 皿2e苜．　 TonbKo　cKa 冫Ky ｝正 y最双y．　 Ce邑qac ＿　Bo
−rIepBblx ，　 Bbエ vaMeeTe

qTo −To 　npeTHB 　HaTa田 H ，　MoeVl
’
　）KeHbl ，レ1　sTo　fi　3aMeqaK ）　c　ca ：1。ro 　nHH 　MoeB

cBanb6bl ．　HaTa 田 a　npeKpacl ｛blti，　uecTHb 磁 uenoBeK ，　np πMo 苴 H6 ハaroponHb 【Vl

− BOT 　Moe 　MHe 翩 e．（TPU　cecmp の

5． B ： no3npaBnfiro！

K ： CnacH60 ，
　fi　Bcer 双a　6bm　yBepeH， ．qTo 　 ycτaHoB πK） KaKoinm6yAb 　 MHPO ・

B 磁 peKop双 ！ BoT　H 　ycTaHoBMn！（ロ シ ア 語講座 テ キ ス ］・
， 1979年10− 11月 ，

第13課）

6． Bepur｝muH ．　Ba皿 oTe ロ coxpaHn ・lcfi　y　Mel ｛fi　B　naM 兄TH
，　BoT 　3aKpoK ） Ma −

3a　H　BH ｝Ky
，
　KaK 　冫KHBQro ．（アン躍　cec〃IPbの

7．　　　　 qTO　gTO 　Tbl　B皿pyr？

　　　HaM 　ypoKoB　Ma 」03ana ・Pl，　BoT 朋 pe田 レm 　clle・laTb ．（Pyccrcua　 fi3btκ

∂朋 卿 ‘〃zpa κκbtX　cm
，y∂eH 〃ZOB ）

8．　ZTaK．．．To ，　 qTo 　cBfi3aHo　c　Ha3BaHHeM 　HHcTHTyTa
− i’IHcTHTyT　MHPo ・

Bo 勇 調HTepaTypbl 　HMeHH 　ropbKoro．　Tenepb　BoT 　o　Apyro 員 uacTH 　Ha3BaHufi

一レIHcTHTyT　MHpoBo 営 nnTepaTypbl ．　 Hy，　sTo 　He 　MeTa Φopa ．　 DTo　TouHoe

Ha3BaHHe ．（世界文学 研究所長 r．1
“
1．ベ ル ドニ コ フ の ス ピ ーチ よ り）
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6 ） 談話 の 導入や現況説 明に 用 い られ提示 や総括 を 行 う ； 目下， とうと う ，

今，〜とい う次第 なの で す

g．月 3flecb　He ）icuBy ，　 B　 rpH 田 HHe 　 pa60Ta｝o．　 BoT 　 npHexa π 3a ＞lceHoVa．（文

献 2 ）

10． Bo ＞KlinoR 　rocTb ．　A 　r双e 冫Ke 　AH 瓜pe貢？

Ba6y田 Ka ．　 OH 　BcerAa 　oua311bl8aeT ．（3BoHoK　B　ABepb ） ABoT
，
　 Ka ｝KeTcfl ，肛

oH ．（卩 シ ア語講座 テ キ ス ト，1979年 12− 1月，第29課）

B ）談話 に 様 々 な文体的特徴を付与す る　（物語文体， 口 語交体）： さて，そ こ

で ， え 一

11．　HaTauエa 。　 Tbl　nocnyl 皿 a凱　rloJle3Ho．　 B　BoceMHaALIaTb ハeT　Mbl 　y＞KacHble

nypbl ．　KHHo ，
　KHH ＞KKH

，
　Bce − npo 　HEFO ．　M 　BoT 　Mb1 冫K双eM 　ErO ．　 Heo6bIK・

HOBeHHoro 　 Ero ．

Hpa．　Hy 　3ageM
，
　HaTa田 a ？

HaTauIa．　rvloatHH，
　 cnywa 荊．∂To 且朋 Te6fi

，
　 MblmoHoK．　 H 　 BoT − OH ．　 Haui

nepBbI 萓．　 PI　BoT 　y｝Ke 　Bce 　c”yqHnocb，　 rエoToMy 　qTo 　Mb ！　Bce 　eMy 　roToBbI

oTnaTb
，

− HY 　OH
．
　H 　6epeT．（ヱ04　 cmpaHuelbl 　npo 　amo60 θb）

　　注 ：大 文 字 OH とそ の 変 化 形 ば 覦念上 の 恋人 を 指 し て い る 。 大 文字は そ の 意味 を 強調

　　　 し た 表記法。

  明示 強調に よ り様 々 な意味 ニ ュ ア ソ ス を付加す る 。

a ） 動詞 命令形 と共 に 用 い られ，し ば し ぼ有益で た め に な る行 為 を ア ドバ イ

ス す る 三 ＝ア ン ス を持 つ ： い い で す か ，さあ

12．　KBacHJIbeBy 　HoAo 田 eJI　qenoBeK 　 B 　MoKpoM 　n ”all工e．− BoT 　no3HaKo −

MbcH ，
　Jle田 a

，
∂To 　KoBpHrHH 　H3 　peJLaKuH｝1，

　KoTQpblti　c　HaMH 　neTHT ，

一
皿ocTa −

Ba 兄　no 　npHBblqKe 　u3 　KapMaHa 　rlycTylo 　TPy6Ky ，　roBopuul 　cKBo3b 　田 yM　cTy
噌

qaB 田 ero 　矼o　KpbMy 　IzoHくA偏　illTypMaH ．（B 　zaoneme ）

6 ）　未来時制文 の 中 で 用 い ら れ ， 決意、・挑戦 ・脅迫 の 二 a ア ン ス を付加する ：
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〜ぞ，〜ぜ ，〜わ ，

〜よ ，

〜わ よ

13．　0 ： A 汀no
，
　HaTa 田 a ？　no6pblth　Beqep ，3To　H ．　Bce　 xopo 皿 o ＿皿a ＿ Bce

HopMa 」！bHo ．　HoMep　Ha 　nBoHx 　co 　BceM 匠　y皿06cTBaMH 　Ha 　LHecToM 　∂Ta 冫Ke ．

BoT　ce齟 ac　6y皿eM 　ulo ＞KHTbcfi　cnaTb ．（ロ シ ア 語講座 テ キ ス ト，ユ979年 10− 11

月 ， 第 11課）

14，　HaTa 田 a ．　TbI　groHcT ．　Tbl　TepnlitLlb 　MeHfi 　3a　To ，　uTo 　H　K　Te6e えopomao

oTHo 田 ycb．　A　Ao6poTy 　Beo6ute ＿TbI　He 　noHHMae ［llb　1 βpoΣHy 　fi　Te6fi ！

BoT　cQ6epycb 　c　cH　IaMH 　H　6pomy＿npocTo　y　MeH 只　ce 勇qac 　c　Bblnep ｝1〈1くo 苴

maoxo ．（ヱ04　cmpaHuqbt 　rapo 　zaro60eb）

B ）　疑問詞 と共 に 用 い られ て 挑 戦や皮 肉 の ＝ ； ア ン ス を 付 加 （し ば しば反語

蓑現）

15．　　　 Ha　Koro 　BoT 　TbI　Tenepb 　rloxo｝K ？　Ha　qe πoBeKa 　coBceM 　He 　Hoxo 冫K．

（B．PacnLymμH ，　IZeHb2μ ∂刀R 潮 aρμu ）

16．　双aKToMy 　冫Ke 　pa3Be　MaMbl 　 Ha 田 Hx 　lleTeth　 KorAa ・HH6ynb ＞Kanyl ｛〕Tcfi

Ha　To ，　HTo 　HM 　He 皿ocTaeT 　 pa60Tbl？ ABoT 　 caMHM −TQ 皿eT且M　 qTo 　 nepe ・

江aeT ？　（1
一
a3e ／na ，　H36ecmUfi）

　　注 ： 例 文15も16も返 答を 必 要 と し な い 疑問 文 。

r）疑問詞
・関係詞 ・感嘆詞 と共に 用い られ強調を行 う。

17． HaTa 田 a （B3rnfiHyB 　 Ha ゆ y）．　 rnynafi　 Tbl　 MOfi 　 MHIIIb，．．TbI　 oqeHb

erO 　JI正06m 工lb ？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　　　nay3a．

レlpa．　 OqeHb＿MHor 江a　MHe 　Ka ＞KeTcfi
，
　 qTo 　oH　MeH 月　rlo30BeT

，
　 H　fi　 3a　H騒M

− BOT 　Ky 皿a　yroaHo　1 （104 　c〃zpaHungbt 　npo 　nro60eb ）

18．　　　 BoT　KaKo 最 MHHyTbl 冫KJcana 　Mo 兄　MHorocTpaAaTe 汀bHafl 皿y【Ha ！−

cKa3翻 Erop　Bロo』He　cepbe3Ho ．（a ！lf．毋 yκ娜 κ
，　Ka・zu κa　rc）PacHafl ）
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A ） 抽象名詞を明示 し強調す る 。

19．　BepmHHiiH ．　MeHA 　30ByT 　AneKcaHApoM　HrHaTbeBHqeM＿＿

HpHHa．　A ，leKcaHAp 　 PlrHaTbeBxu，　 BbI　H3 瓢 ocKBbl ．＿BoT 琴eo ｝K｝1双aHHocTb ！

（Tpa　（rec〃IPbt）

e） 時，場所 ， 原因 な ど文 の 二 次成 分を強調 し精確化す る 。

20． yHHx 　Ha 　noqTe
，
　rAe 　6bma 　TaK7Ke 　H　 c6epKacca ，　BoT 　 y冫Ke 　 HecKo 調bKo

aeT 　BIicen 　Ha 　cTeHe 　nJlaKaT ，
　Ha　KQTopoM 　po30Bo田 eKH 苴

，
　He 　noxo 冫KH 萓 HH 　Ha

Koro 　M3 皿epeBeHcKnx 　My 冫KHKoB 　My 冫KgHHa 　6e3　ycTa刀K　npH3 正）IBa．l　KaxKnoro ：

‘‘Bpocb　Iくy6blLllKy− 3aBe 皿H　c6epKHHM くKy
”
．（Z『eκ bεza ∂．afi　Mapat の

21。　BoT 　ce 澁qac
，
　 BoH 　TyT ，　 oH ，　 no ｝Ka 　・lyil，　 yTPaTH打　cBoe 　cHoKoVlcTBHe ・

（Ka2ttHa　KpacHafi ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お わ り に

　　当論文で 扱 っ た小詞は 巨 シ ア 語小詞の ほ ん の一部に す ぎませ ん 。 多義性 ・多

機能性を持 っ た 小詞を さ らに 数多 く扱 う必要 があ ります 。 また ，今後 の 課題 と

して
， 個 々 の 小 詞 の 意味用法 の 使用頻度を 明 らか に し， 類似の 表現特徴を．付与

す る小詞 の 比 較用法や 複合小詞を扱 うこ と等が残 され て い ます 。

ロ
　
　
サ　
　　
　　
　

1234

56

78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　 献

AH 　 CGCP ，　PyccKaH　 rpaMMaTHKa ．1，　 II．　 M ．，1980．

A ．H．　Bacz ・lbeBa ，　qacTHUbI　PYccl｛otl　pa3roBopHo苴 peuH・M ．1973 （英 文 訳 ）

E．A．3eMcKafl，　n．　A．　KaHaHaA3e，
　PyccKa兄 pa3roBopHafi　peqb ： TeKcTbl ．　 M ．，1978．

E．A ．3eMcKafl，　pyccKaH　pa3roBopHafi　pegb： nHHrBvacTHgecKHil 　aHanH3 　n 即 o一

6π eMhi 　o6yqeHHfi ．　M ・，1979・

　H ．K），　HIBe 双oBa ，　OqepKH　no 　czHTal 〈cp董cy　pyccKo益pa3roBopHo睦peq ｝1．瓢り1960．

　E ．A ．　BpH3ryHoBa， 「lpaKT四 ecl（afi ΦoHeT 匪Ka 　H 　HHToHaU 朋 　pyccKoro 　A3blKa ・

八气り　1963．

　E，A ．6pbl3ryHoBa，3ByKH　 H 　 HHToHa 【真H 月 pyccKoVl　peqn．　M り1977．

　丿工．H ．　U工MeJ 【eB ，　PeUeH3Hfi　Ha 　《09epKil　rlo　c耳HTaKcHcy 　pYccKoth　pa3roBopHo 荊

　peqH》，　B只，1961，♪色 2，

9．　皿．H ．田 Me ∬eB ，　 K　 Bonpocy 　o 　《 npoH3 日o 双HNx 》　cJly 冫Ke6H 日 x 　qacT 兄x 　peqH　H

　Me ＞icAoMeT 朋 x，顕 3BecTHH 　 AH 　 CGCP ，　 OT 八eπeHHe 孤HTepaTypbl 羅　q3LIKa ，
1961

，

　　　　　　　　　　　　　
　TOM 　XX ，　 BhlH．6．
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O  gaCTHZZaX  KBeAbD,  K>Ke),  KBOTD

                                          iOn3"  ECHHOYTPI

   B AaHEoil cTaTbe  npennpMHflTa  nenblTKa  on?IcaHHfl  TaK}rx  MHoro3HallHblx-

tpYHKU"OHa"bHblX UaCTnn,  KaK  KBeAbD,  K>ICe"  tt KBOTD.

   llenb HacTofflueli  cTaTbn-HccnenoBaHHe  pyccKo" pa3roBopHoti pegva Pac-

cMaTpuBaeTcfi  H  ynoTpe6neHue Topo  Hnli  MHoro  3HaHeHHA  npennaraeMblx  gacTnq

B  pa3"HuHblx peqeBblx c(Pepax.  .                                '

   KonHgecTBo npHMepoB  cooTBeTcTBeHHo  nocTHrno  oKono  100, 150, 300. H3

HHx  oTo6paHo  ttpHNrepHo  10%  HaH6o"ee  xapaKTepHblx  "pxMepoB  e  yHeToM flcnyo-

cTva KoHcvaTyaulin.  B cTaTbe  oHv[ rpynnnpyK)TcH  no  3HageH}IK)  HnH  rpyHKlluH:
   tlacTMlla  ecBenb)  pa3flenfieTcA no  3HageH"lo  Ha  4 rPynnbl.  

'
 

'

     L gacTHtla-col03  
'
 

i

     2. yTogHeHHe: no"yBonpoc-noJyyTBep>KneHHe

     3. npHBnegemie  BHHMaHRA

     4. BHe3aRHoe  tto3HaHlie:  11oranKa, ynMBneHne, rrpeyBemligeHMe  "  z  n.

   
tlacTMt[a

 ()Ke)  ipyHKuHoHanbHo MO)KeT  6blTb Pa3neneHa Ha  3, xoTfi  B cTaTbe

  noCnellHflA  "oApa3ne"fieTcfl  etlle Ha  3.

     L yKa3aHHe Ha  To>kAecTBo,  cxOnCTBO  n  nocTofiHcTBo,  H yex"eHHe
     2. gacTHua-coK)3

     3. nPMnaHHe  BliICKa3blBaHU"M  MOna"bHblX  OTTeHKOB  : YTBeP>KAeHPIe, HaKa3,

      ynpeK, HeTepneHHe,  "HTepec,  collppTHBateHHe  H  c  n.

   tlacTxua  KBoTh  B o6meM  Mo>KeT  pa3AennTbcH Ha  3, xOTfl  B cTaTbe  oHa  noA-

  pa3nenfieTcfi 6oaee neTanbHo.

     1. YKa3aHIde B  nPOCTPaHCTBeHHOM  OTHOIIIeHHH

     2. yKa3aHple u cBfi3b B  peueBoM oTHouleHxn

     3. nPHnaHHe  BHCKa3blBaHmaM  MOAanbHblX  OTTeHKOB:  nPeACTaBneHHe,  Bbl-

      3eB, Hpenno)i(eHue,  capKa3M,  peulllTenbHocTb, yrpo3a, ycHxeHHe H  T. A.

   npHMephl gacTo  coEpoBoefcAaLoTcfi  fipHMeuaHHnMlf,  B  KoTopblx  H3"araloTcfi

Hx  xapaKTepHcTHK?I  : nyHKTyallHoHHble,  cmyauuoHHble,  coHocTaB"AeMble  c cliHo-
                  '
HHMaMHHT.  A. .                                      t t

   ABTop  6yneT  6naronapeH 3a Kp"THuecKHe  3aMegaHHfl va peKoMeHAallM".
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